
都
会
的
で
開
放
的
な
駅
舎
と
広
い
駅
前
広
場
を

持
つ
京
阪
・
枚
方
市
駅
は
、
今
か
ら
1
0
1
年
前

の
明
治
43
年
、
京
阪
電
車
の
開
通
と
と
も
に
「
枚

方
東
口
駅
」
と
し
て
開
設
さ
れ
、
昭
和
24
年
に
現

在
の
駅
名
と
な
り
ま
し
た
。

枚
方
市
駅
は
昔
か
ら
京
阪
線
有
数
の
乗
降
客
の

多
い
駅
で
、「
乗
り
降
り
に
時
間
が
か
か
り
、
満

員
の
電
車
は
ブ
レ
ー
キ
も
効
き
に
く
く
な
る
の

で
、
枚
方
市
駅
に
さ
し
か
か
る
と
き
に
は
一
層
気

を
引
き
締
め
て
い
ま
し
た
」
と
、
昭
和
34
年
に
京

阪
電
鉄
に
入
社
し
、
運
転
士
も
務
め
た
松
島
志
朗

さ
ん
（
74
歳
）
は
話
し
ま
す
。
市
駅
近
く
で
生
ま

れ
育
っ
た
松
島
さ
ん
は
「
駅
の
南
側
は
低
い
木
造

家
屋
が
建
ち
並
ん
で
雑
然
と
し
て
い
ま
し
た
。
北

側
に
は
岡
本
町
商
店
街
が
あ
っ
て
、
親
に
連
れ
ら

れ
て
よ
く
買
い
物
に
行
っ
た
も
の
で
す
」
と
振
り

返
り
ま
す
。
ま
だ
駅
は
高
架
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、

西
側
に
は
『
開
か
ず
の
踏
切
』
で
有
名
な
踏
切
が

あ
り
ま
し
た
。「
私
が
子
ど
も
の
こ
ろ
は
手
動
で
、

電
車
が
近
付
く
と
踏
切
番
の
人
が
笛
を
吹
き
な
が

ら
手
で
降
ろ
し
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
」
と

話
し
ま
す
。

市
の
人
口
が
増
え
て
市
駅
の
乗
降
客
も
急
増
し

て
き
た
昭
和
40
年
代
、
ラ
ッ
シ
ュ
時
の
ホ
ー
ム
は

人
で
溢
れ
返
り
、
駅
の
拡
大
や
駅
前
整
備
が
急
務

と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
昭
和
47
年
に
駅
前
広

場
の
再
開
発
が
、
昭
和
53
年
に
は
高
架
化
工
事
が

ス
タ
ー
ト
。
長
い
年
月
を
経
て
、
平
成
５
年
に
市

の
玄
関
口
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
駅
が
完
成
し
ま
し

た
。
高
架
下
や
駅
中
で
グ
ル
メ
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

が
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
、
多
く
の
人
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
す
。

 

（
平
成
23
年
４
月
号
）

まちとともに発展した市の玄関口

枚方市駅

▲ 枚方市駅南口（昭和30年前後）。一日の乗降客は約２万人。手前の車は客待ちのタクシーです。

▲ 混雑するホーム（昭和44年）。

▲ 

一
日
利
用
者
９
万
人
を
超
え
、
京
阪
線
で
は

京
橋
・
淀
屋
橋
に
次
ぐ
乗
降
客
を
誇
り
ま
す
。
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